
 

2021年 3月 29日 

2020 年度農業経営アドバイザー試験に 10 名合格 

～農業経営アドバイザー当行合格者累計 41 名～ 

当行は、熊本の基幹産業であり、持続可能な地域社会の実現の要となる農業分野において、専門

性を高め、農業経営者の皆様の課題解決支援に取り組むため、日本政策金融公庫が主催する「農業

経営アドバイザー試験」の受検を積極的に奨めてまいりました。 

このたび、2020年度（第32回）農業経営アドバイザー試験に当行から10名が合格し、合格累計者

が41名となりましたので、お知らせいたしますとともに、当行における農業分野でのご支援を下記

のとおりご案内いたします。 

記 

１．農業経営アドバイザーの役割 

農業経営者の幅広い要望に対応 

農業経営アドバイザー制度は、「農業の特性を理解している税務、労務、マーケティングなど

の専門家からアドバイスを受けたい」という農業経営者の要望を受けて、日本政策金融公庫が経

営への総合的かつ的確なアドバイスを実践できる人材を育成するために創設したもので、専門的

な研修を行ったうえで実施される試験です。 

農業経営アドバイザーは、農業経営者から寄せられる幅広い要望に専門的かつ柔軟に対応し

て、経営発展を支援します。 

 

２．当行における農業経営者のご支援 

農業経営者の抱える課題を解決 

想定課題 支援内容 

 資金調達（運転資金、設備資金） 
 制度資金 

 クラウドファンディングの紹介 

 規模拡大（大規模化、面積、生産量等）  補助金紹介、補助金申請支援 

 高齢化、後継者不在に伴う事業承継  事業承継、Ｍ＆Ａ、株式移転 

 人材の確保  肥銀オフィスビジネス㈱での人材紹介 

 スマート農業転換 

（ドローン、パワーアシストスーツ等） 
 提携会社様の紹介 

ＩＣＴ化による管理の効率化 

（在庫管理、遠隔管理等） 
 ㈱肥銀コンピュータサービスの紹介 

 機器等設備導入 肥銀リース㈱の紹介、制度資金 

 海外進出（輸出等） 提携会社様の紹介 

 販売先を拡大・分散 
販路拡大支援 

肥銀Ｂｉｇ Ａｄｖｎｃｅの紹介 
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【該当するＳＤＧs】 

 

続可能な食料生産システムを確保し、強靭な農業を実践する。 

 

資源利用効率向上、インフラ改良、産業改善により、持続可能性を向上させる。 

 

陸域生態系と内陸淡水生態系の保全・回復・持続可能な利用を確保する。 

以 上 

 

 

 

    

【本件に関するお問い合わせ】 

肥後銀行 法人営業部 地域産業支援グループ 

担当：小方 

電話  096-326-8602 
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